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 ２年生 
「先生！ピーマンがなっています！！」 

いつにも増して、子ども達の元気な声に誘われてかけつけてみる

と、立派なピーマンがいくつも実っていました。「今日は雨だけど、

ピーマンちゃん大丈夫かな？」と気遣ったり、夏休み中はキッズの

２年生が毎日水やりをしてくれたり、まるでお母さんになったよう

に大切にお世話をしてきました。そんな子ども達が待ちに待った収

穫の時が、ついにやってきました！ 

早速収穫し、調理開始。ピーマンを切って中を見てみると、そこに

はたくさんの種が。「最初に植えたのと同じ形だ！」「これを植えた

らまたなるかな？」と、興味津々に観察していました。また、丁寧に

食材を切ったり、パンの上に綺麗な模様のようにピーマンを並べた

り、「おいしいピザになりますように」と愛情を込めながら調理する

姿が印象的でした。 

そして、順番にピザが焼き上がってくると「早く食べた

いです！」と、待ちきれない子ども達ですが、実はピーマ

ンが苦手な子が多い２年生。おいしそうなにおいに誘わ

れて、恐る恐る食べてみると、「苦手だけど、今日食べた

らおいしかったです」「苦いけど、それがおいしい！」「み

んなで作ったからおいしい！」と、何度も何度もおかわり

をして大満足な様子でした。 
 

 ４年生 
「５分間ってこんなに長いんだ！」「足がガクガクするー！」 

11月上旬、汗をダラダラ流しながら、なわとび大会に向けて

の練習が始まりました。4 年生の跳ぶ時間は５分間。お休み時

間の５分なら短く感じるこの時間も、なわとびで引っかからず

に跳ぶとなればずっと長く感じます。体育では、なわに引っか

かってしまっても、根気強く練習をし、５分間跳びきる体力を

つけていきました。「今年は最後まで跳べないかも…」と弱音を

もらしていた子どもたち。しかし、毎回授業で５分間のチャレ

ンジをしていると、「最初より跳び続けるのが楽になってきたか

もしれない」「最初は５分なんて跳べないと思っていたけど、も

しかしたら本番は跳びきることができるかも」と、だんだんと

自信がついてきてきました。 



さあ、なわとび大会当日。本番前、「絶対跳びきるぞ！」

と気合十分な子や、「跳べますように。」と神頼みをしなが

ら緊張した様子の子どもたち。「ようい、スタート！」跳び

始めた子どもたちの表情は真剣そのもの。一人ひとりが自

分のベストを尽くそうとなわを跳び続けていました。惜し

くも、残り１分、また残り数十秒のところでひっかかって

しまう子もいましたが、本番では 11人もの子が 5分間を

跳びきることができました。 

なわとび大会が終わってから、「今までで一番長く跳び続けられました！」「初めて５分間跳べま

した！」と、自分の力を十分に発揮できたと満足げな感想を聞くことができました。今回、５分間

跳べなかった子どもたちも悔しさを来年に向けてのがんばる力に変え、努力し続けることを忘れず

にすごしてほしいと思います。 

 

 ５年生 

半年かけて大切に稲から育ててきたお米。約４００グラムのお米

を収穫することができました。そして、いよいよ食べる時がやって

きました。 

瓶と棒を使って精米します。５年教室前には、数週間前から瓶が

並んでいます。昔ながらの精米方法を試していたのです。時間があ

るとき、その前を通りかかったとき、５年生はツンツンツン。少し

ずつ少しずつですが、精米をしてきました。 

今日は、精米機の力を借り、しっかり白米に。「機械って速くて

すごいなー。」「手だと時間がかかるよね。」と、精米機の勢いにく

ぎ付けでした。精米も無事に終わり、いよいよ炊飯です。今日は、

お米の炊ける様子がよくわかるように、ビーカーを使って炊飯に挑

戦しました。「水の量は？」「お米の重さの１．５倍！」 前回、学

習したことを思い出し、炊飯開始です。お米を洗い、水に浸して３０分後。「お米が膨らんでいま

す。」と、お米の変化に気がつきました。しっかり水分を吸った証拠です。沸騰するまでは、中火

くらい。「ブクブクしてきました。」「お米が踊っています。」など、お米の様子をじっくり観察して

いました。そして、大きな泡がブクブクブク。水分がなくなるまで、今度は弱火で様子を見ていき

ます。すると、「蓋が取れそうです。」「お米が大きくなってきました。」「元の２倍以上に増えまし

た。」など、皆、変化に気付いて、大盛り上がり。炊きはじ

めて約２５分、水分がなくなりました。最後に１０分蒸ら

して出来上がりです。 

「おいしー。」「大満足です！」こちらでは、おこげの争

奪戦。自分たちで土作りから始めたお米作り体験。今日で

完結です。半年間、毎日、毎日、屋上のバケツ稲を観察し

て、水の温度を確かめたり、虫取りをしたりと、ミニ農家

さんを体験してきました。今日食べたお米の味は格別だっ

たはずです。この体験を通して、多くのことを学ぶことが

できたと思います。 



 １年生 

本日で１年生の半分の前期が終了となりました。この半

年間のお子様の成長ぶりはいかがでしたか？４月、真新し

い制服に身を包み、緊張した趣で入学してきた１年生でし

たが、今ではそれが嘘のよう。もうすっかり、函嶺白百合

学園小学校の一員です。自分の事は自分でやり、自分達で

考え行動できることが多くなりました。６月の終わりから

始めた係活動は、同じ係のお友達と協力しながら活動した

り、日直の仕事も忘れずに行う姿も見られたりしていま

す。 

算数で、「どちらが おおい」の授業をした時、２つの

ペットボトルのどちらに多く水が入るかを調べる方法を考えてもらいました。３～４人一グループ

になって、みんなで知恵を絞って、簡単にそして確実に調べられる方法をまとめ、発表していきま

した。発表の後、一つ一つの方法が合っているかどうか検証しました。その時、子ども達から出て

きた言葉は、「この方法だと、同じペットボトルでないから調べられないと思います。」「ペットボ

トルいっぱいに水を入れれば、良かったと思います。」などといったものでした。他の人やグルー

プの意見を聞いて、それについて考え、発表し、検証できるまでになりました。この授業を通して、

私は「成長したな。」「考えている事を伝えられるようになったな。」と感じ、子ども達の成長に嬉

しさを隠せずにはいられませんでした。 

このように子ども達は、日々成長しています。後期も子ども達が大きく成長できるように、私自

身も負けないように、日々努力していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 ６年生

１１月１６日（金）、今日は待ちに待った調理実習。今回

の調理実習は、いつもと一味違います。それは初めて作った

料理をお父様・お母様方に食べてもらうのです。 

メニューは、ハンバーグ・みそ汁・ご飯。１時間目から早

速調理開始です。まず玉ねぎをみじん切りにします。玉ねぎ

を切るのに、悪戦苦闘。目が痛くなり大変だったようです。

玉ねぎが切れたら、フライパンであめ色になるまで炒めま

す。「あめ色ってどんな色？」「このぐらいでいいのかな？」

などと言いながら炒めました。冷ましている間に味噌汁の

具の大根を切る子、パン粉や牛乳、卵を用意する子と、それぞれが分担をしながら作業を進めてい

きました。玉ねぎが冷めたらお肉と混ぜ、ハンバーグの形に成形。ところがビニール手袋が大きい

ようで、なかなかまとまらずここでも悪戦苦闘。 

いよいよ焼きの工程に入ります。焼き色がいい具合についたら返し、蒸し焼きに。待っている間

に洗い物をしたり、味噌汁のだしをとったり手を休めている暇はありませんでした。１時間、２時

間と時間がたつにつれ、調理室にいい匂いがしてきました。 

味噌汁の具のわかめを入れるタイミングを間違えてしまい色が黒っぽくなってしまったり、切っ

たつもりのわかめが切れていなく、長いまま入っていたり、ちょっぴりハンバーグを焦がしてし

まったりとハプニングも多少ありましたが、どのグループもチームワークよく調理を行い、時間内



に完成させることができました。お弁当箱につめ、自分達

で書いたオリジナルかけ紙をかけ、全て完成。出来上がっ

たお弁当を見て、どの子も嬉しそうでした。 

いよいよ試食の時間。一口食べた時の子どもたちの顔は、

皆満面の笑み。その笑顔が成功を物語っていました。保護

者の皆様、６年生が心をこめて作ったランチはいかがでし

たか。ぜひ、家でも一緒に作ってみてください。 

 

 3 年生 

ホールに集まり、開校式からのスタートです。その後学校を出発して、ケーブルカーで早雲山に

向かいロープウェイに乗車します。ロープウェイの中は、初めての子も多く少々興奮気味でした。

富士山は頂上に雪があり雲海の上にそびえていました。ビジターセンターに到着すると最初に、ブ

ローチ作りです。思い思いに工夫をこらして、素敵な作品に仕上がりました。お昼は、お弁当と黒

たまごでした。黒たまごを一口食べると「普段とはちがう」「たまごに味がついている」などの声

が聞こえてきました。 

次は散策。４つのグループに分かれて園内を散策します。 

 

「こすると、変なにおいがします。」 

「それは、ヘクソカズラです。」 

「先生、これは？」 

「ゴマキです。こするとゴマの匂いがします。」 

「本当だ、すごい！！」 

「先生、このバッタは？」 

「箱根なんだけど、タンザワフキバッタと言うんだ

よ。フキの近くにいるよ。」 

「すごいな～。」 

 

普段見慣れている木々でも、触ったり、匂いを嗅いだりと自分の五感を最大限に使うと新しい発

見があることを学ぶ瞬間でもありました。ヤマボウシの実を食べたグループは甘くておいしかった

と話してくれました。 

 

児童募集日程 

平成３１年度生 転入試験 

試 験 日：平成３１年１月１９日（土） 

出願期間：平成３１年１月８日（火）～１５日（火） 

※出願書類をご希望の方、 

学園までお問い合わせください。 

公開行事日程 

平成３０年度 展 覧 会 

平成３１年２月２３日（土） 

２４日（日） 

１０：３０～１４：００ 

（入場は１３：３０までとなります。） 


